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PTJ2020AW /JFW-JC2020 【開催概要】       

 

 

 

 

 

 

 

Premium Textile Japan（PTJ）2020Autumn/Winter、 JFW JAPAN CREATION（JC）2020は、今年 

も東京国際フォーラムで開催します。前回の来場者は約 17,200 人。日本のトップブランドアパレル、デザイナーの他、拡

大する通販市場や日本の繊維流通の重要な担い手である、商社・問屋のキーパーソンが訪れ熱気溢れる商談が交わさ

れました。この展示会では、日本国内産地とアジアのトップ企業が集結し、シーズントレンドに沿った「高品質・高付加価値」

のテキスタイルを提案します。 

また、近年海外来場者が多くなっている。昨年 5月の PTJ では 19 ケ国・地域から 150 名以上の海外バイヤーが訪れ

た。特に中国人の団体来場登録が複数あり、他にも韓国、台湾、シンガポールなどのアジア圏の他、米国やトルコ人のバイ

ヤーが訪れ、日本素材への関心の高さが伺える。他の繊維・アパレル展が出展者確保に苦戦している中、PTJ と JFW-JC

は今回も出展申込み数は過去最多を数え、“日本を代表するテキスタイル展”として、最も重要なイベントとなっている。 

≪展示会概要≫ 

◇ 日時：2019年 11月 19日（火）10：00－18：30 / 20 日（水）10：00－18：00 

◇ 会場：東京国際フォーラム ホール 展示ホール E(5,000 ㎡) ＋ ロビーギャラリー 

◇ 後援：経済産業省  独立行政法人中小企業基盤整備機構  独立行政法人日本貿易振興機構  

        一般社団法人日本アパレル・ファッション産業協会  日本繊維輸入組合 日本繊維輸出組合 

 

□ トレンド＆インデックス・コーナー  

トレンド＆インデックス・コーナーは JFW Textile View2020A/W に基づき、企画開発した出展者のテキスタイルを編集展

示したトレンド・コーナーと、出展各社の新商品・イチ押し素材を展示するインデックス・コーナーで構成され、毎回趣向を凝

らした施工が話題となる注目のコーナー。今回はアクリルの模様2枚をずらして設置することで、来場者が動きながら見ると、

線が重なり幾何学に、モアレに、磁力模様に図形が変化する事を狙っています。 
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【展示点数】 

 

 

 

 

 トレンド・コーナー：791点（内 資材 44点） 

 インデックス・コーナー： PTJ 356 点  JFW-JC 326 点   ＜G・Total：1,473 点＞ 

 

【Premium Textile Japan 2020Autumn/Winter】 

◇ 来場者 ：バイヤー及び招待者限定 [入場無料]  

◇ 出展者 ：書類及びスワッチ審査を通過した厳選出展者 （団体出展不可） 

□ 出展者数 ： 85 件／116.5 小間 （PTJ2019AW実績：82 件 / 118.1 小間） 

 

 

 

 

 

 

■ 関連プログラム 

● Textile Workshop ~日本の素材を学ぼう~ 

JFW では業界人となって間もない（職歴５年未満）商品企画従事者を対象に、“寺子屋”をイメージした Textile 

Workshop を実施する。PTJ、JFW-JC 出展の産地企業人を講師として招き、毎回対象素材を変えたレクチャーを行う

事で、日本製素材や産地への認識を深めて貰う事を目的とする。 

 場所：Textile Workshop 会場 

 受講者 : アパレル・服飾雑貨メーカー、小売り、デザイナーメゾン等に勤務し、 

商品企画、素材仕入れに携わる若手社員 ※学生不可 

 

≪ プログラム ≫ 

 日本の素材産地とは・・・繊維素材の基礎知識（連続企画） Vol.03・04 

【講師】JFW テキスタイルコーディネーター 井上 佐知子氏 ／ 久山 真弓氏 

 テキスタイル合同展示会 来場のノウハウ／Ｑ＆Ａ：【講師】JFW テキスタイル事業 コーディネーター 兼巻 豪氏 

◇ PTJゾーン別内訳 件数 小間数 うち 新規・復活

　Ａ ： 織物短繊維(コットン、麻、ウール、複合) 36 46.5 7件／7.5小間

　Ｂ ： 織物長繊維(化合繊、シルク、機能素材、複合) 23 36 1件／1小間

　Ｃ ： 染色・後加工、プリント、刺繍・レース、皮革 18 20 1件／1小間

　Ｄ ： 服飾資材、ニットファブリック、撚糸、パイルファブリック 8 14 1件／1小間

合 計 85 116.5 10件／10.5小間
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 産地レクチャー≫  

□ 11/19（火）： テーマ素材：ニットファブリック  産地：和歌山産地 

＜産地講師＞ カネマサ莫大小株式会社／ 代表取締役社長 百間谷 和紀氏 

企業概要：カジュアルからドレスまで、生地開発、提案、製品OEM まで幅広く展開するカット＆ソー 

専業メーカー。昨今では 36G~46G のスーパーハイゲージのジャガード機を別注で開発し、唯一無二 

の織物ライクな生地を得意とする。糸から別注でこだわり抜いたモノづくりを生業とし、プレミエールヴィジ 

ョン、ミラノウニカにも毎年出展し、国内外のハイメゾン、コレクションブランドにも高い評価を得ている。 

 

□ 11/20（水）： テーマ素材：合繊  産地：石川産地 

＜産地講師＞ 天池合繊株式会社／ 代表取締役社長 天池 源受氏 

企業概要：石川県七尾市で 1956年に創業。主にスポーツウェアやインテリアカーテン、ユニフォーム、 

産業資材用の織物の生産をしてきた。2006 年にスタートした自社ブランド「天女の羽衣」は、世界最 

軽量の素材として認知され、プルミエールヴィジョンの特別ブースに 7年間連続招待出展している。 

国内では「天女の羽衣」スカーフがブランディングされ、G20 SUMMIT 2019 では海洋プラスチックを 

再生した糸を使って、各国ファーストレディー用の特注「天女の羽衣」スカーフを納品した。 

 

【 JFW JAPAN CREATION 2020開催概要 】 

◇ 来場者：バイヤー及び招待者、業界関係者、学生  ◇ 入場料：1,000 円  

※「招待状」持参者、Web 事前登録者は無料  ※学生の入場料は、事前団体申込みの場合は 500 円 

□ 出展者数 ： 84 件 294 社／210.3 小間 （JFW-JC2019 実績：89 件 282 社/ 212.8 小間） 

◇ JFW-JC 件数／小間数 申込件数／総企業数 小間数 うち 新規・復活 

 国 内 75／275 190.8 15 件／21 小間 

 海 外（韓国、台湾、トルコ） 9／19 19.5 4 件／9.5 小間 

合 計 84／294 210.3 19 件／30.5 小間 

 

 

■ 関連プログラム 

● PIGGY’S SPECIAL  ピッグスキン・ファッションショー （主催：東京都、東京製革業産地振興協議会） 

毎回、東京を代表する若手デザイナーを起用し、注目を集める PIGGY’S SPE 

CIAL。今回は集客力のあるロビーギャラリーに特設ステージを設けて開催する事 

で、より多くの来場者にピッグスキンの魅力をアピールする。 

実施日は昨年に続き会期 2日目のみで 1日 4回のランウェイを行う。午前中の 

2 回（11:00、12:30）は学生作品、午後の 2回（14:30、16:00）はプロ 

と学生作品のランウェイを実施する。 
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 プロ部門：kotoha yokozawa／横澤琴葉（Tokyo 新人デザイナーファッション大賞プロ部門 2018年入賞） 

MEGMIURA／三浦恵（Tokyo 新人デザイナーファッション大賞プロ部門 2016年入賞） 

NAPE_／山下達磨（Tokyo 新人デザイナーファッション大賞プロ部門 2016 年入賞） 

 学生部門：東京都各種学校、専修学校 〔参加校〕  

Ａグループ  （ショータイム：11:00/学校のみ、14:30/学校+デザイナー)  

1. 文化服装学院  2. 江東服飾高等専門学校  3. 華服飾専門学校  4. 織田ファッション専門学校  

5. 専門学校青山ファッションカレッジ  

Ｂグループ   (ショータイム：12:30/学校のみ、16:00/学校+デザイナー） 

1. 二葉ファッションアカデミー  2. ドレスメーカー学院  3. 渋谷ファッション＆アート専門学校   

4. 東京ファッション専門学校  5. 専門学校ファッションカレッジ桜丘  6. 東京モード学園 

 

● 1３th FORM PRESENTATION 人材育成産学コラボレーション（主催：繊維ファッション産学協議会） 

テキスタイルへの深い知識を持ち、そこからクリエイティブなデザイン発想力をもつ人 

材を輩出する事を目的とした産学連携事業。今回は、世界最軽量の極薄オーガ 

ンジー「天女の羽衣®」（天池合繊㈱）を用いて、「トランスペアレントな冬」をファ 

ッション・テーマーに、約半年間に及ぶプログラムを実施。作品は業界のプロが多数 

集まる JFW-JC に展示し、学生自ら来場者にプレゼンを行います。 

 

≪PROGRAM≫ 

【HAGOROMO大学】 

《大阪》 2019 年 6月 10日（月）  13:30〜［会場：大織健保会館］ 

《東京》 2019 年 6月 14日（金）  13:30〜［会場：長井記念ホール］ 

テーマ：「天女の羽衣®」〜世界のマーケットを魅了する Amaike Super Organza〜  

講 師：天池合繊株式会社 代表取締役社長 天池 源受氏  

マーケティングマネージャー 北出 義博氏 

 

【産地研修会】  日時：2019年 8月 2日（金） 

訪問先：北陸・石川産地＜石川県七尾市＞ 天池合繊株式会社 

         

【産学コラボレーション報告会＆交流会】 2019 年 12月 12日（木） 13:30- 

                                （文化ファッションインキュベーションセンター 10 階 SPAC１） 

【最終審査通過校（グループ名）】 ８校８グループ ※50音順 

エスモードジャポン東京校 （DARK）、香蘭ファッションデザイン専門学校（2Y+N）、渋谷ファッション＆アート専門学校 

（Meat Pasta）、中部ファッション専門学校（Wear Tradition）、ドレスメーカー学院（Miss.T）、 

名古屋モード学園（Vague）、文化ファッション大学院大学（Super Tree）、文化服装学院（Ing）  
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＜Topics＞ 

■ 世界が注目するトルコテキスタイル 初のトルコ・パビリオンが JFW JAPAN CREATION に出展！ 

トルコ製のテキスタイルは、ヨーロッパの有名メゾンや巨大 SPA が採用していること 

から世界的に注目が高まっており、そのデザイン性の高さやマーケットニーズに即した 

提案力により世界中のアパレルやインテリア企業が採用しています。 

イスタンブール繊維・原料輸出業者協会（英語名称、Istanbul Textile and 

Raw Materials Exporters Association、通称 ITHIB）は、トルコのテキスタ 

イルの海外展開支援を担う団体として、トルコを代表する 10社を組織して、初めて 

日本の展示会 JFW-JC に参加します。 

 

[ 出展企業：10 社 ]  ＜J-69＞ 

アンティーク・ダンテル ：テキスタイル全般  

バハリエ・メンスジャット ：コットン、ウール、リネンの布帛、ニット、紡績、染色後加工  

テキスタイル ：コットン、ウール、リネン、合繊、リサイクル繊維製テキスタイル  

ベスサン・テキスタイル ：コットン、リネン、合繊製テキスタイル  

ジャン・テキスタイル ：テキスタイル全般  

キパシ ：コットン、リネン、合繊、リサイクル繊維製テキスタイル  

オズドク・テキスタイル ：テキスタイル全般  

パステル・バイ・ユルマズイペック ：コットン、ウール、リネン、合繊、リサイクル繊維  

ユンサ ：ウール製テキスタイル  

ユルト・クマッシュ ：ウール製テキスタイル 

＊主催者：イスタンブール繊維・原料輸出業者協会 

＊運営協力・問合せ先：伊藤忠ファッションシステム㈱ ブランディング第一グループ グループ長代行 山本有記 

 

■ TOKYO LEATHER & GOODS EXHIBITION 2020 〜世界が認めた東京皮革産業の「現在」を発信 

国内有名ブランド・アパレルの鞄・バッグを製作してきた鞄・ 

小物メーカー、セレクトショップの OEM/ODM を手がける純 

国産婦人靴メーカー、熟練職人によるハンドメイド真鍮金具・ 

ベルトメーカーや健康や安全を考えた紳士婦人靴メーカーを 

はじめ、北欧の最新トレンドを取り入れたファーを取り扱う毛皮 

メーカー、カンガルー革を取り扱う皮革メーカーなど 17 社が 

出展します。伝統の力に加えて、たゆみなく進化を続けることで生まれた高い付加価値により、国際的な見地からも高い評

価を受けている「東京皮革産業」の「現在」をシンボライズする多彩な旬の製品を提案します。時代の感性やファッション性に

加えて、品質・耐久性などにも気配りのなされた逸品の数々は、ご来場いただいた皆さまのご期待にお応えできるものとなっ

ています。 
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[出展企業：17社]  

〇 靴内環境歩行改善協同組合：えこる  

〇 東京毛皮商工業協同組合  ニチロ毛皮(株) / (有)二宮  

〇 東京服装ベルト工業協同組合：(株)エタニティ/ (株)上白石  

〇 東京洋装雑貨工業協同組合：(株)高梨/ (株)フルグレイン / (有)メイプル  

〇 東都製靴工業協同組合：(株)エイゾー/ (株)エースコーポレーション/ (有)デコルテ  

〇 日本ソフトレザー事業協同組合：(株)アオキ  

〇 東日本鞄工業組合：(株)猪瀬 / ナース鞄工(株) / 山一インターナショナル(株) / (株)ヤマト屋  

○ 東日本ハンドバッグ工業組合：(株)COAROO  

＊主催：東京都/東京皮革製品展示会実行委員会 

 

■ JFW－JC2020、PTJ2020Autumn/Winter 新規出展者紹介 

 今回の JFW-JC の出展者数は 294 社、PTJ が 84 社が参加します。このうち JFW-JC は 20 社、PTJ は 10 社が新

規出展者と近年になく多いのが今回展の特徴であり、またその何れも有力企業が揃っています。ここでは今回展の新たな

出展者を一部紹介します。 

 

＜JFW JAPAN CREATION 2020新規出展者＞ 

●旭化成アドバンス／集客力に期待 ＜J-63＞ 

  旭化成アドバンスのニットマテリアル課は JFW-JC に「ベン 

ベルグ」など糸の販売を目的に初出展します。「これまで糸の 

展示会に出展していたが、JFW-JC の開催時期や集客力の 

ある東京国際フォーラムという場所に魅力を感じた」ようです。 

旭化成のベンベルグは本来繊維として使用されないコットン 

リンターを原料にした再生繊維。生分解性もあり、今回はサ 

スティナブル（持続可能な）素材としてベンベルグを訴求するほか、撚糸や混紡による機能性についても出品します。 

 綿糸の提案もあります。インドのオーガニックコットンや備蓄品として 30、40 単を中心に 60 単も出品。シャツ地で有名なイ

タリアのアルビニ社のエジプト綿使用の高級綿糸も紹介します。同社は旭化成というメーカー機能が背景にあり、産地企業と

糸の共同開発も進めています。                                                 

 

●近江屋／着物商社ならではの提案を ＜J-76＞ 

 京都府京都市にある近江屋は着物の商社です。全国の産地で作られる着物地を小売店に販売していますが、「着物生

地を和装だけでなく、異業種に向けて提案する」ことを目的に出展します。これまでも他の展示会に出展していますが、「着物

地の魅力がいろんな業界にまだ知られていない。反物は小幅だが、帯地などはバッグやファッション雑貨などの分野で活用でき

る」とし、「着物商社ならではの地域を越えたさまざまな魅力的なテキスタイルを紹介」します。 

 アパレル向けには広幅のシルク生地に伝統的な墨流しの技法で染めたテキスタイルを打ち出します。綿 100％の越後デニ

ムは、90㌢幅も可能なデニム調の生地です。博多織は経糸で柄を出すのが特徴で、経糸の密度が高く、しっかりした生地の
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ため、バッグなどにも活用できます。京都や伊賀の組みひもも出品する予定です。 

 

 

 

   

 

 

●ＫＡＩＫＯＳＨＡ／難しい生地にプリント ＜J-14＞ 

  KAIKOSHAは1964年に東京都葛飾区で活版印刷業として設立されました。その後、インクジェットプリント設備や昇華

転写プリント設備を導入。オリジナルのコマーシャルフラッグなど、生地へのプリントも行っています。もともとは「海鴻社」という社

名でしたが、今はローマ字表記している。これまでさまざまな展示会に出展してきましたが、JFW-JC への出展は初めて。   

「JFW-JC は以前から見に来ていた。毎回多くの生地が提案され、当社の昇華転

写プリント技術に興味を持ってもらえるのではないか」と出展を決めました。強みは「他メ

ーカーが嫌がる薄い生地や2ＷＡＹストレッチ生地など、難しい生地への昇華転写プリ

ントが可能なこと。何でも対応する」技術にあります。ロットも 2 ㍍から応じ、納期も

100 ㍍なら 1 週間で納入」します。小ロットの注文が得意で、「中堅のデザイナーさん

の来場を期待」しています。 

 

●岐阜化繊工業／「クリサンセマム」提案 ＜J-19＞ 

 岐阜化繊工業（岐阜県各務原市）はニードルパンチ（ＮＰ）不織布メーカーです。自動車資材や衣料副資材、生活

関連資材、土木・農業資材などを製造販売する一方、ＮＰとテキスタイルをニードルパンチで一体化させた「クリサンセマム」を

開発し、衣料や雑貨分野の開拓を進めています。 

 「不織布は芯地など表にでない黒子」ですが、今回は「柄のあるレース状の生地を不 

織布と一体化させ、ジャケット、帽子、日傘などに向ける。来場者の反応を見ながら、 

次の開発にもつなげていきたい」と語っていました。和紙に再生ポリエステルの不織布を 

合わせたサスティナブル素材提案も行う予定です。同社は岐阜県の事業可能性評価 

で最も高いＡ、経営革新計画でも認定を受けています。革新的な織田信長の地らし 

く、甲冑を作ってアイキャッチにしたいと、意気込んでいます。 

 

●姫革 姫路プレミアムレザー／生活雑貨関連にも ＜J-72＞ 

 「従来型の革問屋→製品メーカーといったＢ２Ｂ－Ｂ流通ではなく、直接仕入れ 

のメーカーやクリエーターといった小売流通により近い顧客の獲得を目指す」と、姫革  

姫路プレミアムレザー（姫路市花田町）が出展します。靴やバッグ業界やアパレルに 

加え、ライフスタイルや生活雑貨関連などのノンアパレル市場にも期待しています。               カーフエコレザー                        

 今回は大昌、ヒライコーポレーション、オールマイティ、カドヤ商店の 4社がグループ出 

展します。花田町高木地区のレザーは細かな加工プロセスなど、手間をかけたなめしや仕上げが特徴。日本産の馬革はほぼ

95％以上がここで生産されています。 JFW-JC では、とくに環境問題に対応したエコレザーを中心に地域性を生かしたオリ

ジナルレザーを出品。クロムフリー革、白なめしとその染色、藍染牛レザー、兵庫県の害獣対策資源の鹿革や猪革などです。 
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●村井／靴の芯材を表舞台に ＜J-08＞ 

 東京都豊島区の村井は靴の資材を扱っています。1931年創業で、1960年には米国製の 

ボックストゥ（先芯）の販売も始めました。現在は大学との連携などオープン・イノベーションによる 

靴人間工学のモノ作りが強みです。 

 靴の芯材には紙を利用するものも多く、見た目がナチュラル。「普段は見えないところで働いてい 

るが、もっと表舞台での活用もできる」と初出展します。紙の芯材はジーンズのタグなどにも使われ 

ています。「紙とはいえ、強度と耐久性がある。厚みも変更でき、中には 0．3㍉の薄地タイプも 

ある」ため、用途も広いと話していました。芯材としては靴だけでなく、かばんにも使われています。 

「もみ加工したものは、表素材としての用途を期待」しています。靴のインソール（中敷き）は合皮にスポンジ加工を施します。

このスポンジを貼り合わせる技術を使って、「服だけでなく、かばんや帽子など服飾品にも提案」します。 

 

＜PTJ2020 Autumn/Winter 新規出展者＞ 

●アバンティ／オーガニック綿で新商品を ＜A-66＞ 

 オーガニックコットンのアバンティ（東京都新宿区）がPTJに初出展し

ます。1985 年に渡邊智恵子（現会長）氏が創業し、原糸から製品

まで一貫生産。プルミエール・ビジョンなど海外にも出展し、オーガニックコ

ットンの世界で著名な企業です。オーガニックコットンを日本で広める活

動でも知られています。今回は生地での出品。既存の生地のほか、新

しいプレミアムな生地（10 月の自社展示会で発表）を提案。また、

「定番に近いが、価格競争力のある生地を、新規顧客だけでなく、既存顧客にも訴求したい」と語っていました。 

  同社はセミナーなどで、SDGS（持続可能な開発目標）、脱プラスチック問題なども説明しています。最近はポリエステル

のフリースではなく、ウールのフリースを提案しています。春夏には麻、秋冬にはウールやヤクなどの素材も展開し、プリント物も

手掛けるなど商品のバリエーションを広げています。 

 

●植山織物／綿ウールのアウター向けも ＜A-24＞ 

 植山グループの植山織物（兵庫県多可町）はプルミエール・ビジョンやインターテキスタ 

イル上海などに出展してきました（ホームページも英文併記です）。「国内の展示会として 

PTJ は出展者が多く、商談を重視している」と初出展します。1948年に創業、1968年に 

は産元の丸和商事を設立。その後も製品のスプートニク、中国には上海植山貿易を開設す 

るなど播州産地の大手です。 

 綿 100％だけでなく、綿と、麻やウールとの複合素材も開発。今回はシャツ地だけでなく、 

ジャケットなどアウターにも使用できる綿ウールを提案します。「社内にテキスタイルデザイナーが 

おり、オリジナルの柄を作る」のも強み。婦人物が中心ですが、生地の表情や風合い出しにも 

優れています。量産品は別注で 600㍍からですが、備蓄販売も行っており、3000〜4000 

種類をストックしています。こちらは 1㍍から販売します。 
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●スタイルテックス／高級コート地を披露 ＜A-13＞ 

 スタイルテックス（東京都中央区）は、スレン染料による糸染めの高密度織物コート生地を生産することで知られています。

ミラノ・ウニカなど海外の展示会にも出展しており、メード・イン・ジャパンの生地として評価が高い企業です。今回、「国内市場

での自販による新規顧客開拓」を目的に初出展します。 

 同社は染色、準備、織布の設備を自社で有し、短納期で、1㍍のマス見本から月産10万メートルのロットもこなします。

高級コート地を長年手がけており、とくにスレン染料を使った先染めコート地が得意です。綿を中心にウール、シルク、ポリエス

テルなどにも対応します。スレン染料は中間色に使いますが、耐光堅牢度に優れ、長く着用するコートに向きます。「Ｊ∞クオ

リティー」認証も取得しており、備蓄販売も 3 マーク対応しています。     

 

 

 

 

 

  

 

●豊島／トレサビリティ素材を ＜A-42＞ 

 豊島は「国内のドメスティックブランドなどに新規顧客を広げる」ことを目的にＰＴＪに初出展し 

ます。「原料の段階からわた染め、糸染めしており、その原料もトレースできる管理体制を確立」 

と、PTJ では生産面でのトレサビリティを訴求します。今回の展示は、綿を中心に織物とジャージ 

ーなどを出品します。具体的にはトルコのオーガニックコットンを使用したトップ染めや糸染めの織 

物。また、「一部オーガニックコットン使用のジャージー（天竺やスムース中心）も好評。厚手か 

らきれい目系までバリエーションを広げて出品する」予定です。わた、糸、生地の備蓄販売も行っ 

ています。「ラグジュアリー向けもあるが、今回はベーシックラインを中心に出品。多くの国内ブラン 

ドに採用してほしい」と期待しています。 

 

●牧村／顧客の意向に沿って ＜B-82＞ 

 牧村は紳士・婦人服地、製品（OEM）、ユニフォーム、海外テキスタイル（輸出）販売が中心の繊維専門商社です。メ

ンズテキスタイル部は、国内百貨店アパレル、セレクトショップなど顧客の意向に沿った別注素材を、基本的にバイオーダーで

販売しています。素材の約90％は国内素材で、日本の産地メーカーとの共同作業を進めています。 

 今回の出展は「販売スタイルを理解していただける国内・海外の新規得意先の開拓」が主な目的です。「長年生産をお願

いしている国内のモノ作りにこだわった各素材を提案」します。綿、合繊、ウールの 3 素材を中心に、先染め、高密度をベース

に、一部品種では機能性（主にストレッチ）を加味した複合素材を「“唯一無二”の技術を持ったメーカーで生産し出品」し

ます。 
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●Shanghai Jihong Woolen Textile Co., Ltd. （China）／エコウールなどを ＜A-61＞ 

 PTJ 初出展の Shanghai Jihong Woolen Textile Co., Ltd（上海继虹羊绒毛纺织有限公司）は、親会社の河北

金康丝博羊绒制品有限公司が生産する紡毛 100％やカシミヤ、アンゴラ使いの生地をアピールします。新規開拓と既存顧

客への来シーズンの提案を目的に、日本向けのエージェントである上海春千代貿易有限公司と共同出展します。 

 カシミヤ、アンゴラ、ウールなどの高級紡毛素材が得意ですが、近年は中価格帯の素材開発も手掛けています。今回は、

染色せず原料そのままの色で風合いの良い素材「エコウール」や、ウール 80％、ナイロン 20％の価格と風合いを両立させた

生地、高級感がありながら価格訴求力のある化合繊混などを訴求します。 

 

 

 

 

 


